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赤 木 富 美 子
Les　personnages　f6mi簸ins　dans　le　th6atre　de　Ia　Foire
Fumlko　AKAG王
　A鷺XVIIIe　s1登cle，1e宅h邑畿re　de　la　Foire色tal毛職anlme恥ent　apPr6cl6　par　les　Parls1ens
des　classes　王es　Plus　var童色es．　Le　me！iu　pet！P王e　y　renconむr揃t　至es　graRds　se董gReurs．　Les
valets　et　les　s磁van士es　y　coudoyaie鷺t　le＄菖rancles（圭ames．　On　pourra　do芙ユc　y　chα℃her　une
conceptlon　de　la　fem｝ne　le　plus　gξ瞼alelne旦宅aPprouv6e　a　cetむe　6poque．
　£nex縦1類貧anむ1es　74　piさces　repr6sent益es　de　17／4註1734，　et　6dit6es　par　les　so玉ns　de　Lesage
et　de　D’Orneva1，　nous　avons　remarqt給（i疑elques　traits　caract6i’isセklues　des　personnages
f6minins　de　ce　th62tre　et　le犠r　｛ivolut三〇賞．　　La　sat玉re　ξ｝tait　toujours　1’essence　de　ce　th6fik’e
pr色f歪r色par　so簸Publlc　qu’on　savait“volontlers　frondetゼ．　Malsδe　Ph夏s　ell　Pkls，　ie　souci
de　la　morale，1’intentioR　d’insh　tuire　s’y玉鷺翻aie貰震．　C’est　a　ce　lrr｝omenも一la　q妖’apPara箕1’lmage
d’tme　femme　i（艶a重e，　ver宅ueuse　e七modeste　e！｝　m絶me　te1難ps　que　vive　α　616gan£e，　comme
une　h6r◎茎ne　de　Mariv載ifx．
　DaRs　ces　74　pi邑ces，　les　co（韮uettes　6t函ent　Partout　de　m絶me　que　daほs　le　th6盒宅「e　de
Dancour宅，磁als　cet£e　fols　elies　6talent　1註po娘rさ重reα緬qt！6es　au　profitl　de　la　bonne
fol　et　du　na士urel（王es　femmes　chastes．　Dans　le　domaine　du　t至漁tre，　aous　so艶茎｝｝esδ61a　a
la　veil王e　de　r6Poqt匪e　de　ROUssea磧．
　17，ユ8世紀のParisでは，毎年，　Salnt　Gei－mainの大市が，春まだ畢い2月3日に開幕して，
PassionのN曜まで続き・，　Saint　Laureiitの大市が，6月，または8月に始窪って，9月，特に
は10月まで開かれていた。（1）「Parisの警視総監の名で，町のあらゆる4ッ辻に，ラッパの音と
共に，大市麗きの掲示が出きれると，上流社交界は，いつもの散歩道であるPalais　Roya1を見
捨て，庶民たちも，POI路Neufの見世物を見限って」（2）大蜜の娠わいにひきつけられていった
という。実際，そこには，フランス各州だけでなく，様々の圃からきた，様々な商晶が，同業組
合の名でわけられた，24の小さな島のような区域に陳列され，あらゆる階級の，あらゆる国籍か
らなる人の群でにぎわった。夕方ともなると，各店は，焼々と灯をともし，ダンス場，キャバレ
ー，　カフェは，入で溢れ、，購博場や，遊び家が，壊の暖くなった商入や，若い澱族，時にはヨ三族
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たちをも迎え入れた。群衆は，綱の上の踊や，アクロバット，動物の曲芸，マサオネット，そし
て演劇の見物におしかけた。
　この2ツの大市を根城に，後には，オペラ・コミック（3）として，執政やLouis　XVにも愛妊
されたTh§齪re　de　la　Foireは，1679年に発足したものである。この時の公演許可の条件として，
綱の上でしか踊らないことという項目が明記された。一般に歌と踊りはオペラ座が，芝居は，
Com6die冨F「angaiseが，　monoPo玉eを持’っていて，他の劇団には許されなかったからである。し
かし，Th6atre　de　la　Foireは，発星当時すでに，いくらかの台詞を踊の中に入れていたし，人
気を集めるに従って，この言葉の部分がどんどん増加され，単なる見世物から，一入前の劇団へ
と成長していった。以後，半縫紀以上の目ざましい発屡の歴史は，国の保謹と特権に身を圃めた
既成大劇団の圧力に対抗する，苦心惨膿の戦の歴史でもあった。
　この劇団が，どんなに苦心して，これらの特権をもつ大劇団の規制をくk’りぬけ，何とかアク
ロバットからぬけ出して，本当の芝居をしようとしたかは，こxには詳しく書かない。けれども，
例えば，6crltattxなどという工夫は，舞台で一切台詞を欝ってはならないといった圧迫（1709
年）に対抗して生まれたもので，仕方なく台詞を書いて掲げるという思いつきから，1711年に始
まったものである。またCom6die・・劇は禁じられているわけだが，　Scbne；独立場爾ならよか
ろうと，ばらばらな場颪を，つぎつぎ続けていって何とかわからせるという手法も，Ccmξdie－
Frangaiseや，イタリア劇団の横槍の中で，生存を保ってゆこうとする興業主や，役者たちの苦
肉の作から生まれたものである。だが，これらの窮余の手段が，T髭飢re　de　la　Foireに，歴ぎ典か
らの離脱を許し，現代風な，新鮮さを与えることになったのである。やがて，1715年には，台詞
を文宇にかいて，舞台に掲げる代りに，それを歌詞にして，あらかじめ観客に配っておき，よく
知られた節にのせて，時には観客も共に歌ってもらうという，すばらしい方法が考案された。（4）
舞台からは，6critauxが消え，俳優たちは，自由な演技が可能となり，歌と踊りとのたのしい
上演に加えて，租当複雑な台詞までが使えるようになり，以後この鯛國は，Parisでもっとも多
様な観客を集めながら，競争者の大購団のような，麟らしい劇（5）をも上演してゆくことになる。
1724年頃の，この劇鴎について，Albertは，　「当初，あれ億ど粗野で，下卑た笑劇しか，うけ
なかったのに，20年の間に，知性ある，立派な作者たちのおかげで洗練され，向上させられ，ず
い分難かしい文学論争までが，取上げられるようになった」と述べている。㈹また，この劇醐の
本傾は，その鋭い楓剃にあったが，観客は，本性，反抗の精神の持主であっただけでなく，「栄
光と年金を霞宙に操っていた新聞，Mercure　Galantに対する不敬で大騰な，かみつくようなや
ゆを喜ぶほど1文学約な事柄にも，充分通じていたことが証明されている。（り奇妙なことに，こ
の頃には，Com6die－Frangaiseでも，イタリヤ劇団でも，　Folreの劇が上演されていたことが立
誰されている。（s）既成大劇団の，monopoleにとりまかれながら，　Th蕊宅re　de熱Foireが，　Paris
の寵児として，市民の圧倒的な支持を受けて，発展していった様子が，うかX“える。
　この鯛國の歴史を見ただけで，17，8世紀の女性観を追うにあたって，この劇団の演じた劇に
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興味をひかれることは，理解されると思われる。しかし，実際には，これらの劇を資料とするに
は，いくつかの利点と，いくつかの姻難も，同時に見出されるのである。
　利点としては，先ず，Thξatre　de　la　Foireの観客が，当時のParisの最も広い階麟からなっ
ているということである。　「きれいに並んだろうそくで，店々はてらされ，この頃には，人波は，
みちをあけられない位である。そこでは何もかも，主人も，下僕も，そのまた下働きの下男も，
　　　　　　　　　　　ヘ　　へ
ごたまぜになっていた。すりと紳士が，袖すり合い，もっとも洗練された宮廷人，もっともきれ
いな女の子，もっとも腕き・Xのすり共が，いわば一緒にないまぜになっていた」。（9）また，芝居を
兇に．ゆける階級の申で，もっとも下のものが，こXにこそみられたということも，大ぎな利点で
ある。Le読6灘惣et　le♪ublic　Paris　de　1715　Gヱ750の著者，　Lagraveは，次のように証言し
ている。「事実，U3曜の冤物客の他，本当に民衆といえるカテゴリーの観客，召使や下僕たちが，
Foireのいろいろの劇場に，ふんだんに現われたようである。実際，　（Com益die－Frangaiseや
Op6raなどの）公式の劇場でなされているのとは逆に，市場の小麟場への入場は，召使階級の人
々に，禁1ヒされていなかった。彼らは，ずい分しばしば，たX“で入りこもうとさえしたのだが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●
喧しいこの人たちの波は，見つからずには，すまなかった。時には，この人たちの好みが，作品
の成功を決定することもできたのだった」。（ゆ嗣じ著者の調査によると，当時のParisの4劇場
の申，C◎m邑die－Franga｛seほ，国の第一の劇場であり，オペラ座がこれに並ぶ。イタリヤ劇団は
その次で，どんな公式の資格もないTh酸tre　de　la　Folreは，最後のランクであった。（11）「伝
統と権威とによって強制されたこの順位は，大まかにいって観客の社会的段階順位に対応してい
た」。㈹
　そして，オペラ座やCom6die・Fraltgaiseの観客で同時にFoireを訪れるものを差引いて，全
部で年閥27，000人像どの観客を推定しているが，その中の最も庶民的な感覚を，この劇場は反映
していたのであるQ
　第2の利点は，1714年から，1734年までの，評判のよかった劇74が，Lesageの編纂によって
残されていることである。（13）この時期は，薪しい女性の理想像を薮聞に，舞台に，表現した作
家として先にとりあげたMarivauxの活躍した時期と重なる。（14）Marlvaux劇に現われたよう
な女性像は，Parisめこの人気劇場に現われるだろうか？　それとも全く異質なものだろうか？
　璽にこの劇醐は，イタリア劇団の濁外追放後，その何人かを拾いあげており，役の名前も共通
したものが多い。Arlequin，　Pierrot，　Mazzetin，　Colomblneなどみなそうである。（15）これらの
登場入物たちは，その後の30年聞にどう変化してゆくだろうか？。
　またこの30年という長い年月は，Dancourt蘭との比較においても，興味あるものである。社
会的な束縛の中で，espritという唯一の抜け遵を活翔して，羽をのばしていた，あのシニックな
コケットたちtrk　a，〉，この時期には，どんな扱いをうけているだろうか？。
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　以上のいろいろな利点と岡1｛都こ見出される困難は，先ず，これらの劇ほ，大劇場の鷹力のもと
で，台詞を禁止されたり，連続した麟形式をとめられたりしながら，何とか命脈を保とうと，工
夫を重ねてきたものだという点である。当然，長い筋の運びの中に，欺し役，欺され役を追求
するというような調査はできないのである。圧迫の烈しかった晦期には，短い場掻に，典型とし
て現わされた女性像を，できるだけ明確にとらえ，どのようなタイプを示しているかを見てゆく
しかない。これに反して，相当長い台調が黙認された膝期もあって，そこでは一人の女姓を詳し
く描き出すこともできている筈である。つまり，これらの劇の現わす人間像の変化は，劇の形式
の変化に，大いに左右されるというごとである。そのために，Dancourt劇の分析で行ったよう
に，劇の金体を通じて，登場人物を分類するとか，αリイタリア劇団についておこなったように，
小問使役の発展を追う（IS）といったことは，のぞめない。　tc　X“われわれは，そのような欄約はあ
っても，どんな風に女性が描かれているかということは，推定できると考え，女性表翼の際の，
一般的理念といったものを求めてみた。制約があり，長い筋を展醐できないだけに，一そう単的
に，当時受入れられていた女性像を現わしていただろうと思われる。もう一つの困難は，これら
の劇の笑は，どんな鋭い楓刺と併用されていても，いつもとんでもない荒唐無稽な話に助けられ
ており，他の大劇場の筋のように，欺し役の策略の過程にたよっている場合は，少ないのである。
例えば，Arlequinは，非常に多くの場合，女に化け，そこから起るをかしさは，社会心理学で
も参考にしなけれぱ，説明できない。われわれは，この笑劇的要素の部分を無視することにした。
この部分は大変興味深い現象ではあるが，われわれは，その分析方法を持っていないし，劇に直
接蓑現された女性観は，そのことによって，変化をうけるとは，思えなかったからである。
　さて，Foireの劇を検討して，第一に気ずくのは，　op6ra　comiqueという形からも巌然なよう
に，オペラの主題や，大悲劇のパロディが，非常に多いことである。崇高な，死を超えた感構を，
逆に，卑小な，憶病な人閥の打算から，解釈しなおす，パロディの精神が，これらの作鹸を貫いて
いる。王族にふさわしいとされた，偉大な勇壮な台詞は，庶民の感覚でとらえなおされ，侮とも偽
善的な混稽さを露呈する。例をあげてみよう。偶然に，Serenditの王となった，船乗りArlequin
は，美酒美姫に囲まれている閥は，けっこう王位を楽しんでいるが，王が犠轍になって神に糠げ
られると聞かされcr憶面もなく憶病さを，さらけだす。犠牲の儀式を濁る大長老が，　「このよう
に，神に棒げられる入間の運命は，人々の羨やむところです。」と説くと，Arlequln王は，！で
は長老よ。そんなにこの運命が，すばらしいと思われるなら，代って下さい。」と言ってのける。
長老は，q曹偽善酌な様子で霞をふぜ「いや，この名誉は，私共のような人闇のためのものではな
　　　　　　　　　り　　　け　　　り　　　ゆ　　　き　　　り　　　り　　　け　　　り　　　り　　　　
いのです。」と辞退する（ArleCluin　Roy　de　Sereアzdit，1713，　A．　m，　s．5，　t．1，三）．55）。　Arlequlnの
濾病さに共感する観客のみが，長老の偽善を理解できるのである。更にをかしbのは，Arlequin
の寵姫である。彼女ほ，王が死ぬなら，自分も死ぬと，オペラ悲蘭のように声高く叫ぶ。彼女は，
「その嘆きをさらに烈しくたかめる。が，しかし，Arlequiftが長老にひきずられて行く闇に，
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反対の戸口から退場。」（4．Ill，　S．6，　t．1，　p．57）となっている。
　時には，女優は，くξオペラ座のプリマドンナのまねをして，ハンカチを手に，舞台をまわりな
がら”，美辞麗句をとり去って，金く庶民的な内容に変形させられた歌濁でうたう。（Arlequin．
Thetis，　A．1，　s．7，　t．1，　p．77－79）。貞淑の鏡，1）61t610peも，消患不明の夫の留守に，娘の恋入に
恋する，とんでもない飽選夫人に変形され，驚寧まよいの夫たちよ。旅から旅へ留守のまに，ど
うか世嗣ができないように”というざれ隈におわっている（Pe■elope　moderne，　A．正王，　s．15，　t．　VII，
p。82）。昔のPξR610peも，できればそんなことをしたであろう，と思うのは，庶民の感覚であ
る。父のために命を惜しまぬオペラの主人公Telemaqt｛eも，「お父ちゃんのために死にたい。」
と余り繰り返されると，混稽以外の何ものでもなく，女中Cl益oneはもて余して，「小さな馬鹿
ものojと唱っている（Parociie　de∫’oP6ra　TeL6？？zaque，　A．　1，　s．　7，　t．1，　p．368）。パリスの審判も，
美の神に，りんごを渡す結末は岡じだが，ジュノンの申出を断ったため，貧乏を怖れるパリスに，
ヴェニスは云う。r貧乏が心配だって？　いいわ，美人の奥さんをあげましょう」。　coqtletteな
妻のカで，金持になるという当代風俗の繍購である（Le　Jscgement　de　PaTis，1718，　A．1，　s．1王，　t。
III，　p．93）。パロディの精神とは，自分たちに信じられないような世界の仮面をはぎとって，莫雄
や神々が，虞分たちと醐じ卑小さにまで，ひきずりおろされ，今まさにまわりをとりまいている，
現実の中を歩むことを要求する精神である。この精神にかかっては，ローマの創始者Rom乳11Usも，
さらった恋人の前で泣いてばかりいるという，あきれた設定になってしまう（Pierrot　Ro7nuLus，
1722，A．1，　s．1，　t．V，　p．110）。実際，庶民の精神にとって，王族のいう栄光とは何だろうか。それ
は王にとって，戦争の繍実であり，重税の理由にすぎない。狂気の女神は，狂気という名前では，
いくら待っても夫になり手がないので，栄光と名荊を変える。実際，「栄光とは，狂気以外の何
　　　　　　　　　　　o　　◎　　o
ものでもない。」のである。女神はこうして，金世界の男性を花観にすることができたという話
もある　（Le　Temple　de醜7πoか8，1725，　A．1，　s．16，　t．　IV，　P．65）。
　大げさな悲劇的な台調の逆を帥こう，うわべの仮颪をはぎとって，大笑いしょうという，パロ
ディの精神には，真実はこれだと，庶畏の感覚に支えられた意気ごみが見出される。そして，こ
れが，喜劇を貫く一ホのつよb線であり，喜麟を支える一つのカだと私は思う。この精神を一っ
の光としながら，74の劇を調べてみると，たしかにこの精神は，劇の全部を通じて，そこごこに
光をはなっていることが，まず確認される。最初に，この観点から見た場合のFoire劇の個性を
明らかにしてゆきたいのであるが，その前に，この劇団のおかれた翻約から，Foire鯛の筋その
ものは，非常に簡略化されており，2つか3つのパターンに分類できることを述べておきたい。
①その第一は，愛し念う青年と令嬢の恋を成就させるため，多種多様な障害が克服され，最後は
めでたく結婚に終るといったもの。
②第二は，風俗描写のために，Dancourtがよく用いたtableaux形式のもの。こxでは，　Co・
quetteが，次々現われる，さまざ談な身分の恋入を操るという形は，全く消えて，霊験あらた
かな，神や女神の前に，いろんな入が，願いごとに来るという形式に，とって代わられている。
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③この他に，先に述べたパmディがあり，④と②が併用されている場合が，たいへん多い。（1”）
　（詳しい分類は註参照）
　ところで，同じ①のパターンでも，Moliere劇とDancourt三纐との間に，変化が兇られたよ
うに，Foire鯛にもまた，　Foire劇だけの特徴がみられる。それを列挙していくと，
まず①の場合について，
　a）　イタリア鯛藤の，Colombineのように，小間使が，主になって策略をめぐらすという場合
は，殆んど見られず，わずかに，1717年のLe　Pharaoaの小間使01ivetteが，立聞きしたり，令
嬢の恋人に策を授けて，下男と共に欺しの中心になって活躍するなど，2，3の例にとどまる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
●　　■
後は令嬢の相談役にすぎず，常に若い娘で，相手の青年の下僕と結婚して，フィナーレの二璽奏
をかなでるという場合が非常に多い。Dancourt蘭にもよく見られたし，　Marlvaux劇にもよく
見られるようになってゆくこのヶ一スは，当時，すくなくとも鯛では，当然とされていたらしい。
1716年のL’Ecole　des　Amansで，　Fristanの下僕，　Pierrotは主人に向って，　「彼女は，貴方様
の恋入の／」、間使なのだから，正当の権利によって，私に属します。」（A．1，s．　i，　t．　II，　p．321）と云
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　の　　　　　　　　　　　の
っているし，1730年のZemine　et　Atmanxorの中でも，　Zemineの小聞使Liraは，女主入を恋
する二人の青年の下僕∫aquotとPlerrotに向って，その主人が，彼女の女主入と結婚した方
の下僕と，自分も結婚しょうという条件を出している。「だってそれが当り前だもの。」（A．1，s．
4，t．　VII王，　P．108）◎
　また最後にめでたく終る結婚は，令嬢と小間使とは限らず，二組の従姉妹岡志もあり，三組と
．いう場合もある。（2°）これは，op6ra－comlqueという性質から，幸福な祝の宴に終るのが，のぞ
ましく，1組よりは2組が，2組よりは3組の方が，華やかだったからだと思われる。
　b）策略の中心になって活躍するのが，小問使でないとすると，では誰に，この役柄は与えら
れているか。Foire劇では，それは常にArlequlnであり，しかもArlequinは，必ずといってよ
いほど，とんでもない，奇想天外な，手段で成功することになっている。これもまた，Com6clie－
Frangaiseなどには，見られないことである。例えばル♂6gz4珈∠物ゐ餓6渉（1714）では，　Arlequin
は，空とぶ箱にのって，ペルシヤへ行き，空の上から，Mahometのお告げであると，王に命じ
60才の老人と結婚させられかけていた王女を助ける（A．1，s．1王，　t．1．　p．156）。　Arteguin　defe？iseur
d’HOmere（1715）では，令嬢に，恋人の手紙をとx“けるため，彼は女装してやって来る。（21）次
には，学者になって，Cabinetを持って来て，中に本の代りに，恋人を入れてくる。（22）このよ
うに，策略そのものも，欺し役，欺され役の微妙なからみ合いでなく，極度に単純化された手段
に，魔法や不恩議の物語が，援用されたものになっている。この手毅は，Foireの座付作者とな
った人々，例えば，Lesageなどにも，見事に活用され欝定されていて，　Foire喜劇の本質的要
素の一つとして特筆されており，その上「この不可思議は，自然な感情の描写も，楓刺的人物描
写も妨げない。j（23）と彼はつけ加えている。
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　C）当然，こうしたパターンの場合，その娘役は，極度に典型化されるから，変った鰯性を求
めることは，無理である。当時一般に受入れられた女性の観念が，そのまX応用されたことは，
容易に推察できる。いくつかの例外を除き，大部分は，恋人のすXめる駆落ちにも同意しない大
入しい令嬢である。／・lrteauin　traitant（1716）の小間使Colombineは，「成程，計書は，ようご
ざいますがね，Isabelle様は，決して同意なさらないと，請合いますよ。」といっている。Coquette
の手練手管の面白さを描く，t’Et6　des　Coquettesや，　Agioteurの令嬢のような，荊巧で悪練な
娘役の劇は，（24）もはや一つも見当らないのである。
　2）　ところで，第二のtableaux風のパターンを持ったものは，次々と現代風俗を識刺してゆ
くのだから，Dancourt風の風俗喜劇に，もっともよく似ている。調束qの対象となっているのは，
Procureur，　M6decin，　Notaire，　Philosopheと，　Dancourtの時代と余り変らないが，成上り貴
族の馬鹿患子，いわゆるpetit　maltreの誠刺が冒立つ。例えば，　le　tombeau　de　Nostrαdamus
（1714）の5場では，Nostradamusが，こうしたpetit　maltreに三代前の祖先の姿を映し出して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たぐい
みせると，それは粉屋と馬方だった（25）といった類である。petit　ma宝treは，　Dancourtのjoli
homrneの同類で，これについては，　Deloff　reのすぐれた研究がある。（2e）われわれの罷心をひ
く，女性誠剃を検討してみると，tableauxの扇の肇は，もはやCoquetteでなく，神や女神で，
願い事をさげて次々現われる人々に現実にそった忠告を与えるところに謙刺が示される。この忠
告の与え方は，Dancour£鯛を思わせるシニックなものが多い。　Les　Eaux　de　Mertin（1715）では，
CoqLletteな妻をもった夫が，悩みを訴えに来るが，「お前の家には，お金の雨が降るよ。若いき
れいなCoquette妻は，フランスの何千人の夫にとって宝物」と云われて納得する（A．1，　s．6，　t．
il，　p．122）。また，　Les　Arrets　de　l’Amour（1716）では，年老いたCoquetteと，恋人に捨てら
れた若い女が相談に来るが，愛の神は，二人を組ませ，家を賭博場にするようにすXめる。「鰭
にくる客と，若い女厨当ての客と，薦方から，年老いたC◎quetteの才覚で，財布をしぼりなさ
い。」（A．1，s．4，　t．　Il，　P．244）というわけである◎Le　DiabLεd’argent，（1720）では，金の悪魔に
会えるように願いに来る人の中，何の取得もない女の子も「なに／　踊れるんだって？　お金を
つくるにや　それで充分さ。オペラで待ちな。」と悪魔の答である。この頃の，踊り子の生濡が
うかがわれる（A．1，s．6，　t．　W，　p．112）。スイス人には，お金が欲しければ，「若いCoquetteの門
番におなり。きっと私が会いにゆく。」（A。1，s．7，　t．　lv，　p．113）と答えている。　Coquetteにも二種
あって，Lα　Foire　des　Fees（1728）の妖精は，次のように教えている。　「恰度解剖するように，
豚のような財務窟を一つ一つ分解して，確かな研究に，真面園にとりくむ哲学Coquetteのとこ
ろへは，お金が転がりこむけれど，若い貴族に，うつxをぬかす，無知なCoquetteは，運を逃
がすのよ。」（A・　1，　s・　IO，　t・V，・P．・418）。このような例は，1730年になっても縮変らず存在していて，
L’EsperanCeでは，着い娘Finetteは，　「希望さん，私があなたの真似をしてから，皆が私につ
いてくる。今私たちのいる世紀では，男を希望で操る術は，お宝ね。」（A．1，s．　g，　t．　VIII，　p．349）と
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うたって，「晃たところ，あんたは，COCiuetterie学級の担任になれるわ。」（ibid．）と希墾の女神
に豫められている。このように，Foire独特の色調ほ帯びながらも，われわれが先に分析した17
世紀末のイタリァ劇鱗や，DancOurt劇の風俗描算に共通な，一種皮肉な見方や，シニックな処
世観は，74の劇を通じてあちこちに見られて，現実が一向に変っていないことが，うかがわれる。
そしてこの劇団は，奇抜な手段や，不恩議なめぐりあわせで，幸福な結末を導き出したり，神や
女神のお告げといった構成をとりながらも，Dancourt劇や，イタリア劇幽のscbnes　frangaises
のように，現代風俗を織りこんだ誠刺を，その魅力の一つとしていたことは，否めない事実であ
る。このことは，劇鴎の座｛寸作者も，充分に意識していたことで，1718年Le　Sageとd’Omeval
の共作，Les　Fun6raigges　de　la　Folreでは，　La　FoireがLa　C◎m6die　Francaiseに隣って次
のように唱う場面がある。「私の鋭い謝刺のせいで，あなたのお客をよこどりし，時にはあなた
を檎玉に，パi］全体を笑わせた。」（A．1，s．8，　t．　III，　P．397）。　Albertによれば，ヱ722年頃の座付作
者，Plronもまた，　「医者や，代訟人や，商人，詩人，金持や，総嬬徴税講合人，批評に怒る人
々に対する，もっとも意地悪な繍劇で，味を利かしていなければ。」観容にうけはしなかったろ
うと述ぺている。（2T）ヱ726年まで，　Pironは，　「同じ奇天烈な想像力と，同じ意地悪なespritと
で，客をひきつけた。」（2s）
　ところが，鯛団が成長し，だんだん長い台詞を獲得し，劇らしい演技が可能になってゆくにつ
れて，一つの微妙な変紘が菟出されるように愚われる。すなわち，現実をあばく，喜劇の伝統だ
った楓刺の精神以外の要素が，徐々に，まじりこんでくるのが感じられる。パmディを貫いてい
た，偉大さ，悲壮，悲恋などというものにをかしさを感じる精神が，客を教育しようという理想
に，だんだんとって代わられてゆくように思われるのである。
　そして，その場合の教育の仕方は，tableaux風に，次々現われる各場面は，単なる現実誘鵜
に用いられ，その間を縫って，二人の恋入同志の愛という本筋らしきものが現われ，こ＆に，道
徳的理想のような，真懸目なものが散見しはじめる。これはDaacourt劇にほ，決して見られな
かった構成である。このような構成は，現実をありのまエに描いた部分と，理想的なあり方を描
いた部分との，2つのあり方の対比によって，一そう効果的に，後者を奨励しょうとするもので
ある。以下に，どんな対比によって，どんな理想を描き出そうとしているかを調べてみよう。
　La　QueUe　de露漉6（1720）－Ariequinが偶然のことから手に入れた猿のしっぽ。これを
ひっぱると，その前にいる人に，本当のことを書わせる力があるという（A．正，s．2，t。W，p．　180）。
こうしてArlequinほ，その友Scaramoiicheの，つれない恋入に験してみて，彼女の無情は表
颪だけだったことがわかったり，自分の恋入に験してみて，その愛が利益のためだったことがわ
かったりする。z頷d－「この畜生は，私が結婚したがってるのは，美努だからだと信じているわ。」
Arlequln－「ありゃりゃA（しっぽを放す）。　zald－「どうしたの？　かわい＆人。気分でも悪く
て？。」（A．1，s．13，　t．　IV，　pユ94－5）。といった風に，飾られた言葉と，真実の食い違いが髭事に描
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かれる。これは，パ獄ディものを貫いていたのと同じ笑の原理であるが，このような道徳もので
は，この他に，莫実を求める心が，理想の女姓を冤出す場合があることが描かれ，王の竃姫は，
本当の愛で王を愛していたことがわかり（Ai，s．　16，t．1V，p，201），迫害されていた王子は，本心
を父王に理解されて，幸福な結末となる（s．18，p．207）。こXでは，上面と内心の相違を強調して，
Coquetterieと真実の愛との対比によって，像んものの美しさを描き出すという効果をあげてい
る。
　La　StatNe　merveiLSeuse（1720）一　ArlequinとPierrotは，王の腹臣だが，それぞれ，　Amine
とzelisという恋人がある。この娘たちは，遠方から帰麟したArlequinとPierrotを目前に
すると甘いことを善うが，留守中には，それぞれ浮気をしていて，「ここでは，いない人がいつ
も悪いのよ。」（A．1，s．1，　t．　IV，　p．7）と語り合っている。一方，王は，7番闘の宝像を精霊からも
らう交換条件に，貞淑な娘を探し出して，糖霊に与えねばならない。それを見分けるため，少し
でも心にやましいかげがあると曇るという鏡をわたされるが，Arlequinのいうとおり，まさし
く，　「FMe　rare　a　trouver．　j（A．　II，　s．　1，　t。　IV，　P．35）である。　tableaUX形式に，次々と娘たち
が試されるが，口では清純を装いながら，Loulouのような小娘まで，鏡のくもらぬ嬢はいない。
とうとうRegiaだけが含格し，王は彼女を王妃にしたいと思いながらも，約束を守って，彼女
を精霊に与える。代りに精霊のくれた宝像とは，まさしくRegiaその人だったという筋。こx
では，娘たちのCOCIuetterieは，この娘の清らかさに，はっきりと差をつけられ，水物の美し
さを，きわ出たせるための道異と化している。
　La　Boite　de　Pandere（1721）・一一幕があくと，純真と誠実の像が正撰1に飾られている。　Olivet－
teとPierrotの，僑じ合う無邪気な恋の描写がある（A，1，　s．4，　tJV，　p．386－7）。　Pafldoreが現わ
れて，箱をあけると，今まで村人の凡てを包んでいた純真と誠実は消え，像はとび去ってしまう。
Olivetteの伯母は突然Coque宅teになり，01ivetteは，貴婦人になる野心をおこし，村の領主
に．なろうとするCoridoncと結婚，　Pierrotとの幸癌な愛は破れる。
　Le　Jeune　vieiLtard（1721）一誤解から，老人にされた青年Adnis。2G才より下の娘で，彼
を愛してくれる人を見つけたら，魔法がとけるという設定。彼は下僕Arlequinと共に，そんな
女性を探して旅に嵐る。老人と結婚させるため，老人ばかり見せてあるAmineでも，結婚する
とはいうが，本当には愛していないので魔法はとけない。Adnisは悲しむが，「この不幸の申で
も，女たちに欺されないというのは慰めだ。」（A。H，　s．12，　t．　P．205）と需っている。とうとう老人
の妊まれる不思議の島へゆき，魔法はとけるが，偽物ばかりの可笑しさの中に，本物の愛を求め
てさまよう，岡じ構成である。
　La　Foire　deS　Fee＄（1722）一妖精たちが，　Foireを麗き，願いごとをもって来た人の，よい
希いを一つだけ，きいてくれるという。浮気女から，よくない感化をうけた／」、娘Lolotteや，
Parisから来た小間使に，「Coquetterieは，娘が学んでよい一番すばらしい知識よ。」と需われ
て，それを希う田舎娘Nicetteなどが現われ，妖精から正しい道を教えられる。最後に，　Arle一
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quinの恋入Vl◎letteは，構でも触ると金に変る怖しい願いをしてしまったArlequinを救うた
め，自分の願いを犠牲にして妖精にほめられる。
　Roger　de　Cicil，3τ4r2zoアπz擁te　roi　sans　o加g万7z（1731）一一Mazzetinは，妻を不貞な女と信
じて家出，流浪の旅に出る。妻Lisetteは，夫を探してCicileの欝廷でArleciuinに変装して
仕えている。Mazzetinは，本当に幸福な人を求めて旅する王子Damasと共に，この国にやっ
て来るが，こXには巨人がいて，不貞な妻を持った夫が近ずくと，忽ち首を切られてしまう。数
々の人が験すが，絶対霞揺のあった代訟人も首切られてしまうという有様。Mazzetinは，これ
こそ，生きているのが嫌になった自分の死場所，と巨人に近ずくが，意外にも巨人は彼を殺さな
い。彼の妻は，彼を愛していたのである。Arlequinに変装していたLlsetteは，真実の愛を知
ったMazzetinと，めでたく名乗り合う。これもまた，偽物の中に見出される，数少ない本物の，
貞潔の讃歌である。
　La　Sau℃agesse（1732）一野性のまxに見出されたAngoletteは，保護者の許を逃げ鵬して，
Ciitandreとその母夫人に出会う。彼女は，いろいると野性ぶりを発揮して，フランスの習慣の
奇妙さをかえって暴露する。「純真に，思うまXを話すのは，イmクワ語，心にもないと知りなが
ら，誠実を装うのは，フランス語。」（A．1，s．5，　t　VIII，　p．　244）また，村娘，　ColetteとMathurlne
の恋の駈引を批判，「そんなのは，悪い策略よ。私の需うことを信じなさい。走っていって，彼
に自然のまNに話ぜばいXわ。」と忠箸する。彼女臨身，ありのまXを現わす性質によって，
Clitandreと結ばれる。こxでは明確に，技巧に対する自然の優越が称えられている。
　Le　Mαr砂プ｛纏r6（1736）一銀行家の妻，　SimOn夫人は，賭で負けて，多額の借金をした途
端，財務窟や，ドイツの努爵から，お金を提供しようと申出を受ける。が，賢い小問使Oiivette
と相談して，申出の手紙を夫に見せ，夫に借金を払わせる。美徳にも傷がつかず，家庭も円満と
いう，利巧な夫人を賞めた誕。
　これらの翻は，観客教育が，特に震骨なものだが，どれにも共逓しているのは，本物の愛の評
価である。それが，猿のしっぽとか，鏡とか，老化の呪からの解放とか，雛人とか，不思議のカ
の助けを借りて，多くの偽物のなかに，探し求められる場合もあり，La　Boite　de　PaRdoreのよ
うに，真実の愛が失われた様を描くこともあり，野性の娘の描写によって現わされる場合もあり，
妖精の教えである場合もあり，或家庭の例である場合もある。そしてこの場合，本物の愛は，口
先だけの愛，利害に導かれながら心にもない誠実を装う愛と対比されて求められている。心にも
ない雷葉を排肇することによって，Coquetterieは，下らぬ都会風のやり方と，きめつけられ，
Pandoreの箱からとびtlt　S一悪の一つとなってしまった。その代りに評価されているのは，自然で
あり，飾りのない卒薩さである。しかも，これらの資質が特に求められるのは，多く女姓に，で
あって，このような美しい心を持った女性を探し求める誕が目立つ。嚢実というようなものが，
恋愛や女性に要求されるようになって来たことは，われわれの主題にとって大変なことである。
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技巧を否定した，　麟然な，卒直な，美しい心の女性のイメージを，かって，われわれは，Fon－
tenelleの翻作撮に見出したことがあったが，（29）特にその傾向の著しいFontenelle後期の作鼎
群が，恰度Foireの，これらの劇と，蒔期を同じくしているのは，顧臼いことである。（ug）純潔
や，真実の愛や，藪三犠牲といった，一種感傷的といってもよい傾向は，翻だけでなく，一一般の
文学においても，よくみられる，時代の傾向であったらしく，Atkinsonは，　Le　sentiment　de　ia
nature　et　le　retoUrδta　vie　simpteで，そのことを指摘している。　「18世紀初めの，感傷的フ
ランス人ほかなりの数であった筈で，特に1720年以後多かった。」（Gl）この人たちは，伝統的な，
さまざまの価値が覆がえされるのを見，退廃的な愁祭たちを見ては，信仰にすがることもできず，
一方では，下僕たちが千万長者となって，貴族と縁組しているのを鼠の当りにし，その上，イン
フレから，実生活に落服してしまった中産階級の人々であるという。一方でMar1vauxたちが，
現実の社会に見られる実在的人物を描いている間に，大多数の三文文士が，　「一般の好みに応え
て感瘍的物語をかいていた。」（32）また，鼠然への憧れが，岡時に簡素な田園生活への復帰につ
ながり，すでにTtilemaqueの時代に（1699年），多数の町人の読者がいたことが想定されるが，「こ
の数は，18盤紀初めに大きく増加したことが認められる。」（33）この流行の最も多くの例は，1700
年から1740年に，特に1738か1739年に見出されると指摘している。これらの肖然や簡素な田舎風
への嗜好がそのまX現状に不満な市民階級の要求であると結論できるかどうかは別として，劇が
感傷的，道徳的傾向を帯びてき・たことは，A．　Adarnも認めており，（34）われわれがFoire麟に
ついて行った調査も，これを傍証するという結果になった。
　　　　　　　　　　　　　　うた　ところで，鯛が，愛の理念を縄い，道徳的傾向をおびると共に，長い台詞が可能になった理田
と，あいまって，もう一一つの変化が，あらわれはじめる。それは微妙な恋愛心理の描写であり，
いわば，Marivauy．風の女性鍛の繊現である。このことを以下に迷べてみたい。
　もともと，Op6ra－comiqueの，大部分の恋愛が幸福な結婚に棄ることは，前に迷べたとおりで
ある。言いかえれば，Foire劇は，すべて結婚に至るまでの恋愛を描こうとしたもので，　Phe）dre
のように，人妻の不倫の恋を，カを入れて描辱しようなどとは，一度も考えたことがないのであ
る。また，末婚の女性が，堕落する話も，一つも見出されない。この点，小説が，このような主
題をたえず扱っていた蒔代に，劇は全く健全であったという，Versini，　Lacios　et　la　traditionの
指摘は，（s5）この劇田にも，あてはまる。結婚に至る恋愛を描くという，この姿勢は，結婚とは
何かを大真繭霞にとりあげることであり，すでに1716年に，tabteau　du　Mariageという作晶も
ある。
　令嬢DiamanthneはOctaveと，その小聞使01ivetteは，　Octaveの下男との結婚を目前に
しているが，令嬢は結婚に対して危恨の念を禁じ得ない。様々な人に会って，夫が妻をどのよう
に扱っているかを晃るが，希盟を与えてくれるような例は，見出せない。伯父夫妻が心配して，
結婚しても互に愛し合っている模範を示そうとするが，些細なことから喧嘩を始めてしまい，二
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人の娘は結婚を延期してしまう。
　その次の1’Eceie　des　Amans（1716）は，令嬢IsabeiieとL6andre，小間使OlivetteとArle－
qulnという2組の恋人同志が主人公。一人の魔法使が王sabelleに横恋慕したが，　「彼女たちは，
美徳の持主。」（A．1，s。1，　t．1王。　p．　327）なので，尋常の手段では，恋入との仲を割くことはできない。
そこで，4人を魔法の島につれてきて，毎溝顔を合わせるようにさぜておく。とうとう2組の恋
人岡志はすっかり飽きて，相手のいないところなら，どこでもいXから行きたいと希うようにな
って，瑚れてしまう，という話である。
　これらは，結婚に璽るまでの，恋人の心理を適確に捉えた作品だが，舞台の調約から，筋は非
常に簡略化されているし，何としても調剃や滑稽味の勝った劇である。しかし，劇団の鰯約がゆ
るみ，長い台調を自由に駆使できるようになるに従って，こうした恋愛心理の分析は細かくなり，
恋愛のあり方の描写が長々と続くようになってくるのが，注霞される。
　L’obstacte裁avorαbLe（1726）は，　Va1さreとSpinette，　Dora康eとArgentine，　Arlequinと
Nanetteの3組の恋人同志が結ばれる話。　Arlequinは母：に，　Doranteはその娘にと変装して，
令嬢たちの家に入りこむという，Foire独特の，とんでもない諸の他に，　Arleqtiinと，恋人と
の軽いやりとりが，かなりの場衝を占める。恋入Nanetteが，羊飼に変装している女友だち
Spinetteと抱擁しているのを見てArlequiBは誤解するが（A．1，　s．9，　t．　vl，　p．286），　Nanetteは，
「彼のやきもちを，一寸笑ってやりましょう。」（A．1，s．10，　t．　VI，　p．288）と，からかう。やがて誤
解がとけて仲薩り，といった，恋人同志の小さなゆきちがいを描いている。（A・1，s・10，　t．　Vl，　P・
286－291）このような，結婚までの恋入同志の一寸した波鼠の描写ぽ，Marivaux劇の得意とした
ものであり，どちらが影響を与えたかは雷い難いとしても，時代の姫みだったことが，推察でき
る。
　同じ1726年の，Les　Amours　d6guisesも，女性が，いかに愛する心をかくしているかを描いた
ものである。Mme　Durcet（hypocrite）やMete　Ra磁n銭（pr6cieuse）やM鷹Fatlnetteなど
を，次々と登場させ，女性心理の分析をもとにした劇である。主な筋は，女主人公Coletteが，
L6andreに対する感情を，友情にすぎないといっているのを，下僕Arlequinの入智恵で，女性
の嫉嬬心を利用して，ついに告白をひき出すという，Marivaux風の恋愛描塚になっている。
　1728年のLes　Amotgrs　cle　Prot6にも，同様のことが，認められる。　Prot6は，霞分を愛して
くれないPomoneの恋人Vertumneに化け，　Pomoneの心を試すが，彼女の誠実は変らない。
かえって，Pr◎絶の策にかXってVer頓mneが他の女を愛していると誤解して，妬み怒るが，
Pr◎t色が種をあかして，めでたくおさまるという，恋愛心理の波風を描いている。
　これらの劇は，いっも恋入の誠実が疑われて，心がゆれ動くが，必ず恋人は誠実だったことが
わかって，一そう愛は強固になる，といった構成を持っている。このことは，次の，La　Reine
de　Barostan（1730）のような劇では，利害をこえた愛の要求を描いて，一そう理想に近ずいて
ゆく。
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　Achemのヨ三子Almoradinほ，結婚をすxめられるのを嫌って，腹臣Pierrotと共に旅に出，
BarOS籔nの都に立寄る。この国の女説，　Z蕊caは，　「王位には無関心な，彼女そのものを求め
てくれる」夫を探している（A．1，s．　2，　t．　VII，　p．360）。王子は女王の家距にたのまれて，女王に会う
ことにするが，一方女蒸は，身分を超えて，縢分を評緬してもらうため，ひそかに持女Nourと，
衣装をとりかえている。黛子はそれと知らずに，！さ女になった女王を愛してしまう。最初女王は，
その愛に応えないで，女王に変装したN◎urが王子に愛を告白する。これはすべて，王位に動か
されない心を試すためである。女王の方も，王子の身分を知らずに彼を愛するようになり，王子
がそれを打ちあけた時，身分をこえた愛が，お互に可能だったことが，明らかになる。Pierrot
は侍女と結ばれ，麟は例によって，販やかなダンスに終る。
　身分を超えた愛の描写は，他にもあって，La・　Force　de　9’amour（1722）では，身分をかくした
異国の薫子兄妹と，Lelio，　Isabelleの兄妹が，境遇の違いをこえて愛し合う，2緻の恋人となり，
細かいゆきちがいや，仲直りの描写があった後，Lelioはすべてをすてて愛を選び，玉sabelleも
王子と結ばれる。理想の愛が成就したところで，身分がわかってめでたく終るという運びになっ
ている。
　結婚が，両性の合意，愛によらなけれぽならないと蚤う主張は，野生の少女Angoletteによ
っても，　「少くとも，愛さなければ。」（Lc　Sawvαge＄se　l732，　A．1，　s．2，　t．・Vill，　p．234）と明確に述
べられているが，Molibre以来の喜劇が，常に主張してきたことで，この晴代特有のことではな
い。しかし，本物の愛を知るための，手段や，試練を細かく描写し，また本物の愛を，認め合う
までの，誤解や嫉妬を，長々と描くというのは，1．）ancourt劇にも，前期イタリア劇腰にも，余
り見られなかった特徴であり，M・arlvauxの，得意とするところである。　Foireで，徐々に，そ
のような劇の上演が，数をまして行ったことは，1720年代から30年代の観客が，そんな劇を好み
始めたということを1証明していると考えてよいであろう。実際，今例にあげた，La　Reine　du
Barostan　セ改，　1726磯三に．勧湧竃された，　Marivaux　の，　te 　Je2t　du　ha∫ard　et　de　i’　Ctmour　と，　全く
岡じ着想から出来ている。
　璽に，以上のような鯛の構造の面からのみでなく，Foire劇に登場する娘たちを検討してみる
と，Marivaux風の，氾しい判断力と行動力，繊細な感受性を持った，賢い女性のいメージが，
そここNに，現われはじめるのに気がつくのである。まず，Foire劇の女主人公たちが，一般に，
駆落ちに岡意しないような徳高い娘たちであることは，先に述べたが，時には勇敢な行動をとる
場合もあることに，一書しておかなければならない。その行動は，すべて，玖しいところのない
愛のためであるとして欝定されている。Sophie　et　Sigismo〃dでは，　Sophleは，王子との恋を貫
くため，薫子の婚約者，異国の王女に化けて，欝廷に出かける（A．1，s．6，　t．　IX，　p．203）。　fxcゐmet
et！Vη溜3漁o（／728）でも，　Achme£の妹，　Attalk至eは，兄と恋人を救うため，努装して，1・
ルコ豊帝の許｝し赴き，その魅力で，ヨ三の赦しを得ることができる（A．至，s．　IO－12，　t．　Vi，　P．　48tl．－ti90）。
このように．，結婚を龍提とした莫爾照な愛がモチーフである限り，娘たちの勇敢さも許容されて
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いる。大人に一杯くわせるDanceurt　Mの娘たちは影を消したが，本当の愛が原動力の，徳高い
娘として，このような活躍を舞台に見ることは，Marlvaux劇でも稀ではなかった。
　また，彼女たちは，自分自身で，結婚とは伺かを考え，正しい，よい夫との結婚を実現できる，
人閥をよく知るカを持った，賢い娘たちである。Les　Enrages（1725）では，娘を結婚させたが
らぬParisのBourgeoisの令嬢，　Ang611queと小間使011vetteの主従二人嬢が，狂犬病をよ
そおって，Dleppeまで赴き，恋人Clitandreと医春の協力を得てめでたく結婚するが，耳をか
む真似をしたり，軽やかないたずらで，活き活きと描かれている。Arlequin　Colombine　OU　Cotom－
bine　Ar♂equi？z（1715）の初めでは，小聞使Colombineが，噴嘩しているlsabelleとL6andre
の心を読んで，仲なおりさせるという，細かい心理描塚の場藏があるが，令嬢は，Marivaux麟
のように，繊細な心の持主である（A．1，s．1，　t．　II，　p．47－50）。二人の恋人は，お互の嫉妬から，ス
パイを交換する約束をし，Colombineは下僕に鶴けて，令嬢の恋入の家に入りとむ，心利いた
若い娘として描かれている。更にL’Anzour　ma7”in（1730）のIsabelleは，華者で真面欝な令嬢
（A，1，s・　9，　t．　Vm，　p．・296－297）である。彼女はL6andreを愛しているが，結婚しようとしない。
Leandreが財産家で，愛する人に与えることを喜びとしているのに対して，彼女は，それを受け
ることは，「与えるほど楽しいことではない。」（A．1，s．4，　t．　VIII，　p．280－281）と考えるような女性
である。Pierrotが，「何というデリヶ一5さ。」（ibid）と云うとおり，こまやかな神経の持主で
ある。
　われわれは，Dancourtの世界から，河と遠くに来たことであろう。
　今までに，列挙した，Foire鯛の特徴のなかで，とくに，最後に注霞すべきなのは，劇の感傷
的，道徳的傾向と同時に起った，この理想の女性像の出現，ではないかと思われる。
　自分の愛する人を選ぶ判断力をもちながらも，つXましく，自然な，娘たちが，賞揚されて，
場面を占めていること，恋愛も，結婚を中心に．，まじめにとりあげられている，というこの現象
ほ，女性像に関する限り，ブルジョワ道徳の理念が，この麟の世界を支配していたことを示すと，
結論してよいであろう。それが，時代の特徴といえることなのか，Folre劇独特のことなのか，
は更に詳しく広い調査にまたねばならないが，Rousseattを予欝するようなCoquette批判や，
慮然の賞讃と共に，Fonteiielle風や，　Marivaux風の，娘たちが，こxにも見られたことは，
Folre劇が，時代とかけはなれた女性の理想像を表現したのではない1とを示している。あるい
は，観客大衆の強い要求に，すばやく応えた結果とも考えられる。女性像の，このような変化を，
どう評価するのか，も，大きな問題として，残ったことになる。
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Ibid．，　P。　149．
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La　Fo王ieがLa　Foireと話している中で，彼女がParisの審劇場をまわってみると，　Op6ra座では，
PironのFeire劇，　te　Faciieux　Veitwageが，上演されていた。驚いて翌巳もう一度いってみると，
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また，A．　Adam，　op．　cit．，　p．266にも，イタサア入の協力のことが記されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨
「Coquettesの系講」，（etudes　frαngaises　12号）．
「Dancourt劇｝こおける欺し役と欺され役」，（大阪外大学報32号）．
「Le　Th邑atre　ita恥財こおけるCelembine役の発展」，（大阪外大学報31号）．
①ζこ属するもの：Artequin　i7tvisibte　（1713），　A「Xe〈luin　ル∫αゐoηz磁　（1714）・　fy「leqiti・n　Sultane　favoノ’ite
（1715），　　Arlequin　dkfensettr　d，Nombre　（1715），　　Cotombine　Aノ’lequin　Ott　Arteguin　Cogombine　（1715），
ノーarle〈luin　traita？tt　（1716），　　Le　Pharaon　（1．717），　　．Les　Am．ours　de　Naπtterre　（1718），　　La・　Tete　？zeire
（1721），　　La　Force　de　l，a7nozti’（1722），　　Les　i’E’teノ’ins　de　ta　fYec（μ擢　（1726），　　ム’Obstacte　fa．vorabLe
（1726），　〆lch〃net　et　isltnτaxine　（1728），　La　Pノ’incesse　de　la　Chtne　（1729），　Le　Coノ’saire　de　3atle　（1729），
L／imi）ro／1りPtU　de　Po7zム八「αゲ　（1729），　　Z6ノノtine　et　Atn’tan．xor．’　（1730），　　L’　AMoUノ’　mat’i71．（1730），　　50phl，
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